
～農業の復権､地域の再生､経営の変革～ 

第１９回ＪＡ沖縄大会議案（ポイント）



●米国の金融危機に端を発した世界経済の減 
速、環境問題などから市場原理主義への過度 
な偏重を見直す動きの強まり 

１.総論 

● 世界的な食料需給のひっ迫と農地制度の見 
直し、食料自給率向上等わが国農業政策の 
転換期に移行 

２.食料 
･農業 

● 地域経済の格差拡大・農村経済の疲弊と
　　｢豊かなくらし｣｢食の安全・安心｣｢医療・福
　　祉｣などに対する国民・県民ニーズの高まり 

３.くらし
　･地域 

４.組織
　 基盤 

５.経営
　 基盤 

協同組合理念にもとづく 
事業・活動が再評価さ 
れる環境が醸成 

大転換期を迎えたＪＡ 

ＪＡグループに対する役 
割発揮への期待が高ま 
る

農を基軸とした地域の 
協同組合としての役割 
発揮の高まり 

● 高齢化と後継者不足、正組合員・販売農家 
の減少など組織基盤の脆弱化と准組合員の 
増加 

単一ＪＡとしての組織・ 
事業基盤の見直し・強 
化 

● 景気悪化の長期化による事業量の減少傾向 
や収益性の低下等により経営の効率化対策 
が急務 

万全な経営健全化対策 
の確立が重要な課題



１．農業生産額と農業所得の増大 

２．農地活用と担い手支援による
　　自給力の強化 

３．国民・消費者との合意形成 

○ＪＡグループの事業伸長と効率経営に向けた対応（事業戦略） 

○総合事業性を発揮するためのJAの健全経営の確立 

○活力ある職場風土・人材づくり 

○組織基盤と事業基盤の強化および組合員との関係強化(組織戦略) 

経営計画（単年度・中期） 
の策定実践 

ＪＡらしい経営 
理念の確立と 

共有化 

経営戦略の構築 

Ⅰ．消費者との連携によ
　　る農業の復権 

Ⅱ．ＪＡの総合性発揮 
に 

１．組合員・地域住民のくらし
　　の総合的な支援 

２．｢ＪＡくらしの活動｣の展開
　　による新たな協同の創造 

Ⅳ．大会決議の実践と進捗管理 

Ⅲ．協同を支える経営の変革（組織・経営）
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多様な農業者による 
新たな協同の輪 
消費者との連携に 
よる農業の復権 

１.これまでの組合員間 
の協同を再構築して 
さらに強化します。 

２.組合員・ＪＡが主体 
に、多様な人・組織 
と多様な方法で連携・ 
ネットワークづくり 
を構築していきます。 

３.ＪＡグループは「農」 
を基軸にした「地域」

　 ･「食」･「環境」･ 
「地域づくり」など地 
域に即した新たな協同 
活動の創造に取り組み 
ます。 

新たな協同 

農業者を含む地域住民・地域の関係者による新たな協同の輪 

ＪＡの総合性発揮による地域の再生 

「農」と「くらし」を軸 
に消費者・地域の 

関係者との 
新たな協同の創造 

農業生産法人 

生産部会組織・ 
組合員組織 

ＪＡ出資型 
農業法人 

新規就農者 

農地の出し手 

大規模農家 

販売農家 

小規模農家 

専門農協 

行    政 

医療･福祉機関 

ＮＰＯ法人 

地元商工業者 

生協･量販店 

漁協･森林組合 

地 域 住 民


